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暑い夏に少々閉 ロし.秋 の

早い到来を望みながらの夕涼

み｡

ごく最近.環 境問題を身近

に感じた事が三度続いた｡

① 半導体 先端 技術としての

洗 浄 に｡超 音 波(Meg翫

sORic)､水 の科学(オゾンの動向の観察を含む)のより

一層の分析/研 究成果から.時 代の要求するより高度

で.より経済的で､よ り環境にやさしいWaferの 洗浄

が可能になると言う｡

②或るお0の 国内委員会(技衛)でオゾンを使用した殺

菌法が.Valida重 沁n等.規 制の厳しい製薬の分野で

検 討されていることを聞いた｡このことは上述の半導体

の講演会の中でも殺菌作用(粒 子としての汚染の最小

化)が触れられており､可能性が有りそうである｡

③先 日の新聞で､グ リーン税制(自動車)が政府で検討

されており､成立すると1～L万 円の税金の差が出ると

のこと｡また将 来の可能性として太陽エネルギーの利

用等､まだまだ 自然界に属した解決策が有るとのことで

ある｡

私にとっての環境問題は.嘗 ての大企業の個別の問

題から社会の問題と言われても､"未 だ遠い､す ぐに解

決法の無い問題"と しての空気､水 道.オ ゾンホール.

工場跡地汚染､塵 芥処理場汚染等の問題であったが､

ここに来て事の重大さを体で感じさせられた気がする｡

当工業会ではa清 澄化技術と1SO-14◎ ◎Q講 演会

の実施､ま た今年2月 の":LCAシ ンポジウム9の開催及

び技循委 員会の中での分科 会としての位置付 け等､

早い対応を行っていることは､工 業会指導部の方々の

"先見の明"の 証であると思う
｡また.これは前述とは別

の1SO国 内委員会(技術)での話ですが､｢今 後全ての

爲0に は46境 に対する考慮'ど 危機管理に対する考

慮"が 含まれるよう要講が出され.す でに発効されてい

る鱈0基 準も見直される｣とのことを聞いた｡真 意の程

は確 認していないが.可 能性の高い話ではないかと思

う｡同時に.環 境問題を鯛入の係わる問題､企 業として

係わる問題 として､改めて考えて行く必要を感じる｡

今 日の§種 々の科学知識を徹底的に使いこなし.経

済性を優先してきた社会"をすぐに変えるのは難しいこ

とかもしれないが､個 人.企 業.業 界が､異 業種相互

交流等による解 決提案を盛んにし.出来れば自然界に

存在する物質の形で解決出来ると素晴しいと思う.こ

の意味からも､当 工業会の参加企業の多様性は､力 を

発揮できる可能性を大きく持っていると感じる｡

日本経済にGloba地atio資 の波は種々な形でやって

きており､日 本としても門を閉ざすことでは無く."共

生争'出来る形の模索を含めて､前 向きな取り組みが求

められていると感じる｡今 後の規格化･標 準化に関する

活 動においても､この考え方は生き筋のあるものと思う｡

加えで6LCA/LCP"に おけるLeaders願pも 取れる考え

方を進めていく等､益 々環境問題に対する理解の必要

性を痛感しながら･･… 夏の夕べを虫の鳴き声と共に

楽 しんでいる｡



去 る6/1'～18の 日程 で3年 に1回 開催 される国 際膜 学 会

｢互COM99｣が カナダ(ト ロント)にて開 催され､松 本 教授､朝

枝 氏 〈㈲ エニ ーエンジニアリング〉､頼 富 氏 く朝 日工 機 ㈱ 〉､

私 くキッコーマン㈱ 古川 〉のL名 が参 加 した｡参 加 に先 立ち､

アメリカの膜 メーカーを訪 問したが､こ の訪 問記は後 ほど頼 富

氏に報 告していただく｡

さて､｢互COM99jへ の 参 加は前述 した事情 により､6/Plの

昼 頃となった｡当 日 早朝フィラデ ルフィアを出発｡オ ンタリオ

湖 の辺､ト ロント着 は10時 過 ぎ となる｡こ の 日か らPoster

Sass◎nの 掲示 が 開始されたが.West蜘HarbourCas縫e

Hαel会 場 の参加 受付 は大勢 の出席 者で溢れていた｡6/13

のPM7:ac～1⑪:0◎ のPaste.Sessio鷺 とReceptionは 主 催

者 の連 絡なしで 進められたためか.ポ スター掲示 板は空 欄が

目立った｡こ の状 況は掲 示 最終 日の17日 まで続 き､Noユ ～

No｡25⑪ のうち約8⑪%が 埋った程 度 であった｡f/eg夜､日 本

からず っと一 緒に行 動 した朝枝 氏､頼 富 氏2名 と別れ ることに

なる｡最 後 の晩 餐を船 上のCaptainJohnRestaurantに て

思 い出話を肴に痛 飲｡こ の時 期のトロントは朝5:00～ 夜&30

まで 明るい｡

1/Lは｢ICOM99｣の 開 会 日｡朝8=O◎ か らOpen簸g

Ceremonyが 始 まる｡Chairma雛4人 のうち前 回横 浜大 会を

主催 した 東大 の中 尾教 授 も挨 拶 す る｡記 念 講演 は､U｡Sみ.

Baxter社 のDr.MoOk至eSternberg氏 が､"Membra鶴e

UilizationitMedicsDev量ces"と 題 する講 演で.挿 絵･

写 真･図 を使 い､実 に分 かり易く説 明し800人 を超 す 聴 衆を

魅 了した｡医 療用 の膜で 最 も需 要 のある透 析膜 は､年 間10

億ft2造 られ.6～P,00◎ 万 台の装置が世界 中で使 用されている｡

B100dOxygenatiOn,PlasmaPheresis,Diag盒ostics,

Leuk:ofiltratiOI,IVfiltration,Hemodialysisな どの実用

例が紹 介された｡6/16午 後 から､い よいよOralSpeechが 始

まる｡日 本人が40人 程度参加していたが､新 規分野の研究

発表が数多あった｡東 大のC氏 は､G滋ememblaneの

発表で多くの聴衆を得たようだ｡ガ ス分離膜.NF無 機膜､セ

ラミック膜等の研 究報 告が 目についた｡f/17午 後は観光で

ナイヤガラの滝やメジャーリーグの野球観戦などがo/18午

後には工場､研 究所見学が企画された｡松 本教授と私は次

の目的地Minneapolis由 で19日 帰国の途にっいた｡

U.S.A,､Canadaの 数都市を駆け足で通り抜けたが､国

力というかUS1⑪ ⑪$に対しCD140$が 等価でありながら､お

土産などはトロントとミネアポリスでは同じ$表 示.つ まりL◎%

もCa照daが 安価なことに驚嘆する｡又U.SAの どの都市で

も,そ の好景気ぶりが散見された｡Ca照d寂 は不思議な国､

奥の深い多民族国家の印象を受けた｡ヨーロヅパ､北 米の人

々は英語を共通語にfra鑑 に情報交換している様子が分かっ

た｡我 々が東京を中心に､北 海道､九 州へ出張する気分で

欧州.北 米を動き回っている様子が今回の｢亙COM99｣の 参

加で感じられた｡ア ジア各国での情報交換が､LFP1主 導で

推進される日が､21世 紀 初頭に到来してくれることを望みな

がら.会 員相互による益々の研 鑛の重要性を感じた次第であ

ります｡〈 キッコーマン㈱ 古川 俊夫〉

我々4人(前 記)は｢亙COM99｣参 加に先立ち､米 国に本拠

地を置く有機膜メーカーのFrl-AF互 社(カリフォルニア州サン

ディエゴ)及 び最近世界的に話題になっている金属無機膜

(ス テ ンレ スチ タ ン 膜)の メー カ ー のGR.AVER

TECHNOLOGIES社(デ ラウェアー州グラスゴウ)を訪問し

た｡両 社共に､日 本市場に対するマーケット獲得の意欲は強

く.日 本のユーザーからの要望には積極的に対応しようとす

る姿勢が感じられ､工 場見学に際しても写真撮影以外は全

てに関して開放的であった｡1-1は､KOCH社 のメン

ブランを意識した設計をし､製 品を安価に提供できるように､

膜原料の製造元が多いサンディエゴに拠点を置いて生産の

効率化を図るなど.あ らゆる面で製造コスト削減に対する工

夫が見られた｡膜 の種類も多く､各R(､NF.UF､MF膜

を扱っている｡今 後の日本市場への参入により､価格的に魅

力ある製品の供給が可能になりそうである｡

GRAVERTECHNOLOGIES社 は.デ ュポン社が開発し

たステンレスパウダーをチューブ状に圧縮成形した後､1200

℃の炉で焼結し､そ の後チタン(チタニア)パウダーをチュー


